
〜市民みんなで安心していきいきと暮らしているまちの実現に向けて〜

ボランティア養成講座に参加された方々で「おもちゃ病院」を開院することになりました。
壊れたり、動かなくなったおもちゃはありませんか？おもちゃドクターが壊れたおもちゃを
治療（修理）します。この機会に是非お持ちください。
同時に、おもちゃドクターも募集しますので、興味のある方はご連絡（見学可）ください。

【連絡・問い合わせ先】海南市社会福祉協議会下津事業所  ☎０７３- ４９３- ２７１１

©日本おもちゃ病院協会

◆ 診 療 日……… 令和元年９月２８日（土）
　　10月6日（日）

※原則として毎月第１日曜日、第４土曜日

◆ 診 療 時 間……… 午前9時～12時
◆ 診 療 場 所……… 下津保健福祉センター２階
◆ 対 象 者……… 高校生以下（小学生以下は保護者同伴）

①対象外のおもちゃ
・浮き輪などの救急に関するもの	 ・骨董品などの高価なもの
・エアーガンなどの危険なもの	 ・商用電源、充電式電池を使うもの
・ＤＳ、ＰＳＰなどのゲーム機	 ・ドローンなどの精密機器　等

②治療（修理）は原則無料ですが、部品代などの費用がかかる場合があります

③治療（修理）ができなかった場合は入院（お預かり）となります
また、病状（症状）によっては治療（修理）できない場合があります
④おもちゃをお持ちいただく際は、説明書、付属品、割れてしまった破片、箱などが、あればお持ち
ください

注意事項

壊れたおもちゃを治療（修理）します

９月２８日（土）

©日本おもちゃ病院協会
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プルタブの収集 プルタブ約700㎏で
アルミ軽量車イスに交換されます。

空き缶についているプルタブを収集しています

ケガをしないように外してください

汚れがある場合は洗って乾かしてください

チャイルドシート・ジュニアシートを貸出します
海南市社会福祉協議会では、子育て支援とチャイルドシート等の着用促進を
図ることを目的に、チャイルドシート等の無料貸出しを行います。

貸 出 期 間
最長３か月
（ただし、台数に限りがありますので、ご希望の日に貸出しできない場合
があります。）

貸 出 料 無　料
（ただし、クリーニング代として、貸出時に２，０００円が必要です。）

対 　 　 象
（いずれにも該当する方）

・海南市に住所を有し、自動車運転免許証を所持している方
・過去に本制度を利用したことのない小学校就学始期に達するまでの幼児
（里帰り幼児を含む）を養育している方

・装着する自動車の後部座席に３点式シートベルトが装備されていること

必要書類等

・運転免許証の写し
・チャイルドシート等を装着する自動車の車両検査証の写し
・幼児の健康保険証または母子手帳の写し
・印鑑

※申請から貸出しまで１週間程度かかる場合がありますので、申込方法・必要
書類等詳しくは、お問い合わせください。
◆申し込み・問い合わせ先…海南市社会福祉協議会　☎４８３－６７７７
　　　　　　　　　　　　　または、下津事業所　☎４９３－２７１１

チャイルドシート

ジュニアシート

プルタブを集めて
車イスに!!

キッカケは
集めるキモチ キッカケは集めるキモチ

令和元年 9 月 （ 2 ）かいなんし社協



車イス貸出します
貸出期間：最長３０日
貸 出 料：無　料
対 象：傷病中である高齢者や障害者等の方々で、一時的

に車イスを必要とする人

※介護保険の利用や、身体障害者の補装具給付が優先になります。

県内の福祉活動等の支援資金として活用されます

使用済み切手の活用
海南市社会
福祉協議会

和歌山県
社会福祉協議会

収集家等

◎切手は周囲１㎝程度残して切り取ってください。
◎消印部分は残してください。
◎外国切手と国内切手を分けてください。使用済み切手

①搬入 ②売却

④支援
③売却益

②洗浄・シールをはがす
歯ブラシや竹串を使うと汚れが落ち
やすいよ。

社協に持ってきてね！

集められたキャップは、再生プラスチック原料として換金され、
医療支援・ワクチン支援や障害者支援などに活用されています。

③乾燥
しっかり乾かしてね！
生乾きだとカビが生えてしまうよ。

①選別
○　清涼飲料水ペットボトルのキャップ
×　調味料などのキャップ
×　ひどく汚れているキャップ
×　マジック等で書かれているキャップ
×　金属製のキャップ

キャップの収集にご協力お願いします！
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〜この広報紙は、共同募金配分金及び社協会費の一部を活用して発行しています。〜

お問い合わせ
海南市社会福祉協議会
海南市日方1519-10
海南保健福祉センター内
☎073-483-6777
海南市社会福祉協議会下津事業所
海南市下津町上14-6
下津保健福祉センター内
☎073-493-2711

　皆様方の日常生活上の心配ごと相談に、相談員が応じています。
　費用は無料、秘密は厳守されますので、お気軽にご利用ください。
　９月の日程と相談員は、次のとおりです。
　また、下線のついている日は行政相談委員による相談も行っております。

心配ごと相談所開設日程

・予約は必要ありませんが、お待ちいただく場合があります。 ・相談員が変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

【 場 所 と 時 間 】
海南保健福祉センター１階
相談室１
午前１０時～午後４時

【 場 所 と 時 間 】
下津保健福祉センター１階
相談室１
午後１時～午後４時
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　９月　６日（金）　追 田 暁 子、紙 谷 將 和、寺岡 太一郎
　　　１３日（金）　杉 本 昌 子、小谷 きみよ、藤 岡 　 正
　　　２０日（金）　宮 本 純 子、松 村 鈴 美、榊 原 文 夫
　　　２７日（金）　間 渕 節 子、井 上 　 弘、上 西 令 子

　９月１０日（火）　中 田 建 三、田 中 福 一、倉 方 弥 生
　　　２５日（水）　岡 本 文 夫、前 山 五 郎、宮 本 年 美

社会福祉法人の「地域における公益的な取組」
　～地域に根差した、障がい福祉サービス事業～ 社会福祉法人 一峰会

一峰会は、昭和50年代、養護学校（現・特別支援学校）卒業後の働く場として、
無認可共同作業所の取組から始まりました。
◆ニーズに応えて、事業が拡大

始めは、廃品回収を主な財源とした１施設での運営でしたが、目の前の利用者
や親の思いに応えていった結果、現在では就労継続支援B型事業所のほか、自
立訓練事業所、相談支援事業所、グループホームと多岐にわたり運営しています。

◆地域からの理解を得ながら
日頃から、自治会活動（掃除等）への参加や、お祭りの企画、クリスマス会を開催するなど、地域交流の機会を大切に

しています。また、自治会活動の場として施設開放を実施したり、移動販売の際に安否確認を行い有事の際にはケア
マネジャーにつなぐなど、各施設の資源や活動を活かした取り組みを実施してきました。今後は移動販売の取組から過
疎地域の生活支援や地域の農産物加工、より多くの地域の皆さまに気軽に活用していただける事業所づくりに取り組
みたいと考えています。

◆社会福祉法人として
地域の方と日頃からの挨拶やお付き合いを大切にする、その積み重ねが自由に行き来できるような空間と関係を築

き、社会福祉法人の活動を知ってもらえる機会に繋がると思います。地域住民に対する姿勢は、私たちも地域を知り、こ
ちらから地域に入っていく姿勢が大切だと思っています。

●詳しくは、「福祉わかやま・第378号（平成31年1月1日発行）」（インターネット）でご覧いただけます。  http://www.wakayamakenshakyo.or.jp/
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